
（別紙３）

～ 2026年1月23日

（対象者数） 22 （回答者数）
18

～ 2026年1月23日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・繰り返すことで定着できるようにしている。

2
・社会経験を積むため対面支払いだけでなく、セルフレジ

   も積極的に利用していく。

3 ・公共施設の利用。 ・新規の見学施設を増やしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・車イス用スロ－プで対応可能

・手すり設置に費用がかかるため、足元が不十分な利用

   者が階段を上がる時は背後から支えたり手を繋いで一

   緒に出入りしている、

2

・放課後児童クラブとの交流は現在、検討中です。地域の

   中で生活するためのスキルを身につけるため、公共の公

   園や施設、コンビニでの買い物等をしています。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ともいくの森

○保護者評価実施期間
2026年1月13日

○保護者評価有効回答数

2026年1月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・バリアフリ－が不十分なところである。

・玄関に階段があるため車イスでの直接出入りができな

   い。

・玄関の階段横に手すりがない。

・放課後児童クラブや児童館との交流がない。 ・時間確保の問題や適切な場所指定が困難な現状がある。

・個別課題の設定

・利用者の発達レベルに応じた学習や日常生活動作の課題

   設定を行っている。短時間でも集中できるようにしてい

   る。

・買い物体験。

・毎月、週に1～3回はコンビニでのおやつを買うことで買

   い物体験をしている。自分で支払いえない場合は職員が

   補助することで支払う。自分で食べたいものを買う「うれ

   しさ」を体験してもらっている。

・公園や博物館等の施設に行くことで様々な経験をしても

   らっている。見る、触ることで新しい事を発見してもらっ

   ている。また近場(2駅)ではあるが電車に乗っておやつ買

   い物にも行っている。

事業所における自己評価総括表公表


